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「エコ モビリティ ライフ」
（エコモビ）の取組紹介

平成２３年１１月６日（日）

愛知県・あいちエコモビリティライフ推進協議会

～はじめよう 環境にやさしい 交通行動～
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○ 環境（エコロジー）の「エコ」、移動の「モビリ
ティ」、生活の「ライフ」をつなげた造語

○ クルマ（自家用車）と公共交通、自転車、
徒歩などをかしこく使い分けるライフス
タイル
（例）
・ クルマの利用を控える
・ 電車・バス・タクシーなどの公共交通機関を利用する
・ 近い距離なら自転車や徒歩で移動する
・ エコカーやカーシェアリングを利用する など

「エコ モビリティ ライフ」（エコモビ）とは
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【地域づくりを巡る課題】

・尐子・高齢社会の到来

・地球環境問題

・生活の安全・安心の確保

・中心市街地など、まちの活力の維持 など

【交通に関する課題】

・交通事故・渋滞

・公共交通の維持・充実

・高齢者等が移動しやすい環境づくり など

地域づくりや交通を巡る課題
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本県の旅客輸送機関分担率
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輸送量当たりのＣＯ２排出量（２００９年度）
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「エコ モビリティ ライフ」推進事業の目標

「エコ モビリティ ライフ」を県民運動として取り組む

ことにより、環境にやさしく、安全で健康的な県民生
活や元気・活力あるまちづくりなどの実現につなげる
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（１）設立 平成20年７月７日

（２）構成メンバー（１６１団体・名）

・ エコ モビリティ ライフの推進に賛同・協力する行政・事業者・各種団
体・ＮＰＯなどで組織
行政関係機関（５８） 愛知県、県内全ての５４市町村など

教育関係機関（１６） 小・中・高校校長会、専修学校・各種学校連合会、大学

経済団体等（１２） 愛知県商工会議所連合会、(社)中部経済連合会など

事業者団体・企業（４０） 中部鉄道協会、愛知県バス協会、タクシー協会など

地域団体・関係団体・ＮＰＯ（２３）

・ 事業活動の充実を図るため、国の地方機関によるオブザーバー
及び学識経験者等によるアドバイザーを設置

（３）役員 会 長：愛知県知事

副会長：愛知県商工会議所連合会会長
社団法人中部経済連合会会長

あいちエコモビリティライフ推進協議会



8

《重点取組事項》

１ エコ モビリティ ライフに関する普及啓発

２ エコ通勤・エコ通学への転換促進

３ パーク＆ライド（Ｐ＆Ｒ）の普及拡大

４ 公共交通機関の利用促進

《取組の観点》

① 普及啓発（知ってもらう）

② 促進（促す）

③ 環境づくり・基盤整備（支える）

協議会の取組について
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昨年度の取組①

「あいちエコモビリティライフ広報
キャラバン隊」によるPR
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昨年度の取組②

PR用ＤＶＤの作成
「家族みんなで！LET’S エコモビリティライフ
～はじめよう 環境にやさしい交通行動～」

ポスター・チラシ・ポケットティッシュ

の作成・活用
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昨年度の取組③

武豊町コミュニティバス利用促進
友の会（武豊町）

〈公共交通利用促進モデル事業〉

石巻・下条地域交通推進委員会
（豊橋市）

豊田市エコ通勤をすすめる会
（豊田市）
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平成２３年度の主な取組①

１ エコ モビリティ ライ
フに関する普及啓発

（１）エコモビＰＲキャンペーンの実施

・ 「エコモビの日」（毎月第１水曜日）や週末を中心に
「エコモビＰＲ隊」によるＰＲ活動を実施中

・鉄道駅や市町村など各種施設でのポスター掲出

・メールニュースの配信やウェブページの更新

（２）「エコ モビリティ ライフ 県民の集い」の開催

・１１月６日（日） 愛知芸術文化センター

（３）「エコモビ絵日記・フォトエッセイコンテスト」の実施

・募集期間 平成23年7月6日から9月12日まで

・応募件数 絵日記581件、フォトエッセイ58件

・優秀作品を「県民の集い」で表彰し展示。県内各地で
も順次展示

（４）エコモビリティライフ実践促進モデル事業の実施

・県内の地域団体の４つの取組に対して支援
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（23年度の取組） エコモビＰＲキャンペーン

○ 平成２４年２月まで、県内各地で
県民に「エコモビ」の実践を呼びか
けるＰＲキャンペーンを実施中

○ 「エコモビの日」（毎月第１水曜
日）と週末を中心に、県内各地の
集客施設やイベント会場などで
「エコモビＰＲ隊」がバルーンアート
パフォーマンスや啓発グッズを配
布
〈※7月以降これまで県内36市町村で実施〉

○ PRラッピングベロタクシーの運
行（７、８月ほか）
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（23年度の取組）エコモビリティライフ実践促進モデル事業

実施主体（所在地） 主な内容

武豊町コミュニティバス利用
促進友の会（武豊町）

バスでおもてなし観光ツアーの実施やバス停ごとの
「おでかけレシピカード」の作成・設置

内海・山海まちづくり協議会
「きずなの会」（南知多町）

バス停留所のベンチ製作や見やすい表示内容の変
更、バスを活用したポイントラリーの実施など

わがまち再発見隊（西尾市）
電車やバス、渡船を利用して移動するコースによる
ウォーキング大会の開催

祖父江町商工会（稲沢市）
鉄道駅前のレンタサイクルステーションを発着点と
した「自転車エクササイズ」などの開催

「エコモビ」の実践促進のモデルとなる取組に対して、県が経
費の負担や事業進行への協力などを実施。
提案のあった取組のうち、審査委員会で４つの事業を選定。
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２ エコ通勤・エコ通学
への転換促進

（１）エコ通勤・エコ通学の働きかけ

・２１年度に作成した「エコ通勤の進め方」などの資料を
活用して、県内の企業や団体、学校などに対して、実
践を働きかけ

（２）リニモ沿線地域における働きかけ

・大学の新入生及び在学生を対象とした啓発の実施

・通勤・通学レンタサイクルの実施

３ パーク＆ライドの
普及拡大

（１）リニモ沿線地域におけるパーク＆ライドの普及推進

・パーク＆ライド駐車場の運営、パーク＆ライドの普及
推進に係る調査

（２）県内各地におけるパーク＆ライドの普及推進

・パーク＆ライド普及拡大モデル調査の実施

・店舗利用型パーク＆ライドの普及推進

平成２３年度の主な取組②



16

４ 公共交通機関の利
用促進

（１）公共交通利用者に対するサービスのＰＲと働きかけ

・ウェブページに「エコモビお得情報」として掲載・ＰＲ

（２）交通エコマネーの普及促進

・各種イベントにおけるＥＸＰＯエコマネーの発行

（３）公共交通の利便性向上に向けた取組の推進

・「リニモビ」の運用

・「愛環⇔バスのりかえマップ」の作成、配布

５ その他 （１）自転車による移動の推進

（２）環境にやさしい自動車利用の推進

・ＥＶ（電気自動車）・ＰＨＶ（プラグインハイブリッド自動

車）の普及推進

（３）ＩＴＳ（高度道路交通システム）の推進

平成２３年度の主な取組③
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（23年度の取組） 「愛環⇔バスのりかえマップ」の作成
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■住民団体による取組（尾張旭市営バス
「あさぴー号」を育てる会）

■ ＮＰＯによる取組（特定非営利活動法人
エコデザイン市民社会フォーラム）

■行政による取組（岡崎市）

「エコモビ」の取組事例紹介
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尾張旭市営バス「あさぴー号」を育てる会の取組①

・ 尾張旭市営バス「あさぴー号」（２０年４月運行開始）を、誰もが
知っている、また市民に親しまれる公共交通機関とするため、市民
が主体となって「草の根」的な取組を実施
（実施主体：尾張旭市営バス「あさぴー号」を育てる会〔２１年６月４日発足〕）

１ ２１年度における主な取組
＜利用啓発活動等の実施＞
・ 「尾張旭駅前にぎわいフェスタ」において、バス事業者と協働で「あさ
ぴー号」乗車体験・写真撮影会や来場者へのアンケート調査を実施

＜会報「あさぴー号だより」の発行＞

＜ＥＸＰＯエコマネー事業の実施＞
・ 「あさぴー号」車内と市役所に専用端末を
設置し、利用者にエコマネーを発行
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尾張旭市営バス「あさぴー号」を育てる会の取組②

２ ２２年度における主な取組
＜利用啓発活動等の実施＞
・ 「尾張旭駅前にぎわいフェスタ」において、バス事業者と協働で「あさ
ぴー号」乗車体験や「あさぴー号ぬりえ」の実施・会場展示

＜「あさぴー号クイズラリー」の実施＞
・ 「あさぴー号」に関するクイズを出題し、正解者に記念品（オリジナル
ストラップ）を配布するクイズラリーを実施

＜「あさぴー号市民講座」の開催＞
・ 学識者の講演や「あさぴー号を育てる会」の活動紹介などを実施

＜公共交通に係る教材の作成＞
・ 公共交通に関する下敷きを作成し、市内の全小学生を対象に配布

＜「公共交通すごろく」の作成＞
・ 小中学生を対象とした「公共交通すごろく」を作成し、イベントを開催
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尾張旭市営バスあさぴー号を育てる会

あさぴー号ぬりえの実施 あさぴー号ぬりえの車両展示（イベント開催後）

あさぴー号運転手体験あさぴー号の車両展示

利用啓発活動の実施（市開催イベントに参加）
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会報「あさぴー号だより」を発行

会員による会報印刷作業

利用者ニーズ把握のため、あさぴー号に１日乗車してアンケート調査を実施

尾張旭市営バスあさぴー号を育てる会
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尾張旭市営バスあさぴー号を育てる会

あさぴー号クイズラリーを実施

商業施設内に設置した応募用紙

バス停に掲示したクイズの「ヒント」 あさぴー号ストラップの作成

あさぴー号市民講座～公共交通とまちづくり～の開催

名古屋産業大学 伊豆原教授による講演
会場風景
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尾張旭市営バスあさぴー号を育てる会

公共交通に関する教材（下敷き）の作成

あさぴー号下敷き（表面）

あさぴー号ストラップの配布

あさぴー号下敷き（裏面）

児童向けの公共交通に関する勉強会の開催

あさぴー号クイズの実施 あさぴー号すごろくの実施
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（内容）
・ ＥＸＰＯエコマネーとは、２００５年日本国際博覧会（愛・地球博）で始
められた、新しい社会システム。
・ 持続可能な社会の実現を目的に、市民の自発的なエコ行動にポイ
ントが与えられ、そのポイントがエコ商品との交換や植樹事業など環境
保全活動に寄付されるもの。

（実施主体） 特定非営利活動法人
エコデザイン市民社会フォーラム

（成果） 〔平成２３年９月末現在〕
・ 総参加者数：５０万人余
・ 総発行ポイント数：１，９７０万ポイント超

（サービス拠点）
名古屋市・瀬戸市・豊田市・長久手町内の施設やイオン・
ユニー系大型量販店など

エコデザイン市民社会フォーラムの取組①
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エコデザイン市民社会フォーラムの取組②

グリーン購入

公共交通機関
を利用する

etc

エコ活動をする

省エネ
ごみ減量

環境学習・活動
に参加する

親カード
愛・地球博入場券

ポイントがたまる

シュワ～ン♪

ピッ!

子カード
複数登録可

電子マネー
IC乗車券
決済機能付き携帯電話

etc

自分や地球へ
ご褒美につかう

etc

エコ商品との
交換

植樹など
へ寄付

自分のために

地球や地域の
ために

ＥＸＰＯエコマネーの仕組

○ 電子マネーやＩＣ乗車券（マナカ、トイカなど）、おサイフケータイ、社員証・学生
証など、Ｆｅｌｉｃａ®（フェリカ）を子カードとして登録可能なシステムに拡張。

○ 買い物や公共交通機関の利用、環境学習・活動の参加など、それぞれのシー
ンに合わせ、別目的で入手済の媒体でポイント取得が可能。

http://www.cfweb.co.jp/kojin/card/creditcard/expo_eco/expo_eco_02.html
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エコデザイン市民社会フォーラムの取組③

公共交通利用促進メニュー

■ 交通エコポン
公共交通を利用すること（環境にやさしい交通行動）にポイントを付与

■ Ｌｉｎｉ Ｐｏｎ（リニポン）
リニモに乗って買い物や環境学習施設に行くとポイントを付与

■ 豊田市営バス（おいでんバス）
おいでんバスに乗車するとポイントを付与
（ジャスコ高橋・豊田両店でバス利用の買い物でさらにポイントを付与）

など

新たな取組

■ 大学・市民グループ等との協働事業
・ 学生や市民のエコ活動を誘発・活性化させるきっかけづくりを目的に、大学生
や市民グループ等と協働して、日常で貯めたポイントの範囲内で自らが実施す
る環境イベント等でポイントを再発行

など
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岡崎市の取組①

・ 鉄道や既存のバス路線と連携した利便性の高い公共交通ネット
ワークの構築に向けた取組
・ バスの待合・乗継環境の整備、公共交通情報の提供や公共交通
利用に対する市民行動の変革

１ 基幹バスネットワークの整備
＜矢作・市民病院線、額田支所・市民病院線、大門駅市民病院線＞
・ これまで系統が無い、あるいはサービス水準が低い市内東西軸にお
ける基幹バス路線（２０～２２年度実証運行、２３年度～本格運行）

＜おかざきエクスプレス（岡崎駅・市民病院線＞
・ 移動需要の多い交通拠点・中心市街地・
都市拠点間を結ぶ快速バス
（２０～２１年度実証運行、２２年度～
本格運行）
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岡崎市の取組②

２ 地域交通の整備
＜乗合タクシー等＞
・ 交通空白・不便地域において、住民の主体的・組織的な取組のもと、
旧額田町地域の４地区（５路線）で運行（２０～２２年度実証運行、２３年
度～本格運行）

＜コミュニティバス「まちバス」＞
・ 中心市街地の活性化を目的に、商店街の商業者等の支援を得て２系
統を運行（１９年７月～）

３ バス利用環境の改善（２２年度）
＜バスロケーションシステムの導入＞
・ 市内バス路線において、バス停や携帯電話でバスの発車案内や待ち
時間などがわかるバスロケーションシステムを導入

＜ＩＣカードの導入＞
・ 鉄道と共同利用できるＩＣカード（ｍａｎａｃａ）を導入

＜バス待合環境の改善＞
・ 市内中心部の利用者が多いバス停において、上屋やベンチを整備
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岡崎市の取組③

４ 公共交通の利用促進（２０年度～）
＜公共交通利用促進キャンペーン＞
・ 秋の市民まつりの２日間を「公共交通に親しむ日」として、市民を対象
に実施
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岡崎市の取組④

＜エコ通勤の促進＞
・ 市内事業者を対象に、マイカー通勤からの転換を促す働きかけを実
施

＜公共交通マップの作成＞
・ 市内バス路線図や主要駅発着のバス運行情報、タクシー情報、バス
ロケーションシステムに関する情報を掲載した「公共交通マップ」を作成

５ 地域・住民への効果
・ 基幹バスの運行による利便性の向上

・ 交通空白・不便地域や中心市街地における移動手段の確保

・ 公共交通情報の充実

・ 公共交通に対する市民の意識の醸成
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来場者の皆さまも

「エコ モビリティ ライフ」
を

始めてみませんか。


